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要 旨要 旨   

日 本 の 健 康 経 営 度 調 査 の 2, 5 0 2 社 分 の デ ー タ を 用 い て 、 従 業 員 の エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 企

業 業 績 の 決 定 要 因 を 検 証 し た 。  多 変 量 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 、 時 間 単 位 の 有 給

休 暇 （ 調 整 オ ッ ズ 比 ［ a O R ］ ： 1. 2 9 、 9 5 % CI ： 1. 0 7 – 1. 5 6 ） と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル

（ a O R ： 1. 3 2 、 1. 0 4 – 1. 6 9 ） が 、 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 正 の 関 連 を 示 し た 。  良 好 な 健 康 状 態

― 適 切 な B MI （ a O R ： 1. 0 2 、 1. 0 0 – 1. 0 4 ） 、 運 動 （ a O R ： 1. 0 2 、 1. 0 1 – 1. 0 3 ） 、 睡 眠 （ a O R ：

1. 0 3 、 1. 0 2 – 1. 0 4 ） ― は 正 の 関 連 を 示 し 、 喫 煙 （ a O R ： 0. 9 8 、  0. 9 7 – 0. 9 9） お よ び 有 給 休 暇

の 総 取 得 日 数 （ 調 整 オ ッ ズ 比 ： 0. 9 2 、 0. 8 9 – 0. 9 6 ） は 負 の 関 連 を 示 し た 。  ま た 、 高 い エ ン

ゲ ー ジ メ ン ト は 高 収 益 （ 調 整 後 オ ッ ズ 比 ： 1. 6 5 、 1. 3 1 – 2. 0 7 ） お よ び 高 営 業 利 益 （ 調 整 後

オ ッ ズ 比 ： 1. 4 0 、 1. 1 3 – 1. 7 4 ） と 強 く 関 連 し て い た 。 こ れ ら の 組 織 的 ・ 健 康 的 決 定 要 因 に

対 処 す る こ と は 、 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト を 促 進 し 、 持 続 可 能 な 企 業 の 財 務 的 成 長 を 維 持 す る

た め に 不 可 欠 で あ る 。  
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本 研 究 の 目 的本 研 究 の 目 的  

柔 軟 な 勤 務 形 態 や デ ジ タ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 整 備 な ど 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 主

要 な 組 織 的 決 定 要 因 を 明 ら か に す る 。  

運 動 、  睡 眠 、 喫 煙 な ど の 修 正 可 能 な 生 活 習 慣 要 因 と 、 企 業 全 体 の エ ン ゲ ー ジ メ ン ト レ ベ

ル と の 関 連 性 を 分 析 す る 。  

高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 企 業 の 客 観 的 な 財 務 的 成 功 （ 特 に 高 収 益 お よ び 高 営 業 利

益 ） と の 関 連 性 を 評 価 す る 。  

 

背 景背 景   

従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と は 、 従 業 員 が 職 務 に 身 体 的 ・ 認 知 的 ・ 感 情 的 な エ ネ ル ギ ー を

注 ぐ 状 態 を 指 し [ 1, 2]、 従 業 員 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 、 パ フ ォ ー マ ン ス 、 組 織 的 成 功 の 重 要

な 要 素 と し て 注 目 を 集 め て い る [ 3- 6]。  

先 行 研 究 で は 、 リ ー ダ ー シ ッ プ ス タ イ ル 、 職 場 文 化 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 評 価 制 度 な

ど 、 個 人 の 特 性 、 職 務 関 連 要 因 、 組 織 的 ・ 管 理 的 要 因 を 含 む 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト

に 関 連 す る 複 数 の 要 因 が 特 定 さ れ て い る [ 1- 3]。 こ れ ら の 知 見 は 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン

ト が 個 人 レ ベ ル と 組 織 レ ベ ル の 両 方 の 決 定 要 因 に よ っ て 影 響 を 受 け る 多 次 元 的 な 概 念 で

あ る こ と を 示 唆 し て い る 。 組 織 構 造 、 管 理 手 法 、 企 業 方 針 が エ ン ゲ ー ジ メ ン ト に ど の よ

う に 影 響 す る か を 理 解 す る こ と は 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト を 向 上 さ せ る 効 果 的 な 戦 略

を 策 定 す る た め に 不 可 欠 で あ る 。   

日 本 で は 経 済 産 業 省 が 「 健 康 と 生 産 性 の 管 理 」 を 推 進 し て お り 、 健 康 維 持 ・ 向 上 を 目 的

と し た 戦 略 的 取 り 組 み に よ り 、 従 業 員 の 健 康 を 経 営 管 理 に 取 り 入 れ て い る [ 7]。 こ の 国 家

的 取 り 組 み は 、 従 業 員 の 健 康 と エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 向 上 が 最 終 的 に 企 業 業 績 を 向 上 さ

せ 、 よ り 健 康 で 長 寿 な 社 会 に 貢 献 す る と い う 認 識 の 高 ま り を 反 映 し て い る 。  

し か し 、 日 本 の 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト に 関 す る 研 究 は 限 ら れ て お り 、 特 に 関 連 す る 組

織 的 ・ 管 理 的 要 因 に 関 す る 知 見 は 不 足 し て い る 。 そ こ で 本 研 究 で は 、 日 本 の 経 済 産 業 省

が 実 施 す る 健 康 経 営 度 調 査 の デ ー タ を 用 い 、 企 業 施 策 ・ 健 康 管 理 施 策 と 従 業 員 エ ン ゲ ー

ジ メ ン ト と の 関 連 を 評 価 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

対 象 と 方 法対 象 と 方 法  

経 済 産 業 省 は 毎 年 、 健 康 経 営 度 調 査 を 実 施 し て い る [ 8]。 本 研 究 で は 、 2 0 2 2 年 度 お よ び

2 0 2 3 年 度 （ 2 0 2 2 年 4 月 か ら 2 0 2 4 年 3 月 ） に 実 施 さ れ た 調 査 デ ー タ を 分 析 し た 。  従 業 員



エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 、 関 連 要 因 、 売 上 高 ・ 営 業 利 益 を 含 む 企 業 業 績 に 関 す る 回 答 の あ っ た

2, 5 0 2 社 の 日 本 企 業 を 対 象 と し た 。  

従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト は 次 の 2 項 目 で 評 価 し た ： ( 1)「 仕 事 へ の 満 足 度 」 の 企 業 平 均 ス

コ ア 、 ( 2)「 働 き が い 」 の 企 業 平 均 ス コ ア に つ い て 、 そ れ ぞ れ 1 （ 最 高 ） か ら 4 （ 最 低 ）

の 4 段 階 評 価 と し 、 ス コ ア が 高 い ほ ど 満 足 度 ・ 働 き が い が 低 い と し た 。 従 業 員 エ ン ゲ ー

ジ メ ン ト が 高 い 企 業 と は 、 い ず れ か 一 方 ま た は 両 方 の 項 目 の 平 均 ス コ ア が 上 位 四 分 位 グ

ル ー プ に 属 す る 企 業 と 定 義 し た 。  

そ の 他 の 関 連 要 因 に つ い て 、 ワ ー ク ス タ イ ル や 従 業 員 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン な ど 企 業 レ ベ

ル の 質 問 は 、 関 連 す る 制 度 の 有 無 、 一 方 健 康 診 断 結 果 や 労 働 時 間 な ど 個 人 レ ベ ル の 質 問

は 企 業 単 位 の 割 合 ま た は 平 均 値 を 用 い て 分 析 し た 。  健 康 診 断 結 果 は 、 労 働 安 全 衛 生 法 に

よ り 雇 用 主 が 全 従 業 員 に 受 診 さ せ る こ と を 義 務 付 け ら れ て い る 年 次 健 康 診 断 か ら 収 集 し

た 。  高 収 益 ま た は 高 営 業 利 益 と は 、 従 業 員 一 人 当 た り の 収 益 ま た は 営 業 利 益 が 上 位 四 分

位 数 に 属 す る 企 業 と 定 義 し た 。  

本 研 究 で は 、 企 業 単 位 の ア ン ケ ー ト 回 答 の み で 構 成 さ れ る オ ー プ ン ソ ー ス デ ー タ セ ッ ト

を 利 用 し て い る 。 し た が っ て 、 こ の デ ー タ セ ッ ト に は 個 人 を 特 定 で き る 情 報 は 含 ま れ て

お ら ず 、 倫 理 審 査 の 申 請 は 行 わ な か っ た 。 デ ー タ は 匿 名 化 さ れ 、 企 業 単 位 で 収 集 さ れ た

も の で あ る た め 、 日 本 の 「 ヒ ト を 対 象 と す る 医 学 ・ 健 康 研 究 に 関 す る 倫 理 指 針 」 に 基 づ

き 、 個 々 の 参 加 者 か ら の イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト は 不 要 で あ っ た 。  

 

統 計 解 析統 計 解 析  

記 述 統 計 は 頻 度 と 割 合 で 示 し た 。  企 業 施 策 ・ 健 康 管 理 施 策 と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と

の 関 連 を 評 価 す る た め 、 多 変 量 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 モ デ ル を 用 い た 。 各 モ デ ル で は 、 上

場 企 業 か ど う か 、 業 種 、 平 均 勤 続 年 数 、 平 均 年 齢 で 調 整 し 、 高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン

ト ま た は 高 い 企 業 業 績 の い ず れ か に 対 す る 調 整 オ ッ ズ 比 （ a O R ） と 9 5 % 信 頼 区 間 （ CI ）

を 推 定 し た 。  統 計 的 有 意 性 は 、 両 側 検 定 を 用 い て P 値 が 0. 0 5 未 満 の 場 合 と し た 。 全 て

の 解 析 は S A S ソ フ ト ウ ェ ア バ ー ジ ョ ン 9. 4 （ S A S I nstit ut e, C ar y, N C, U S A ） を 用 い て 実 施

し た 。  

 

結 果結 果  

2, 5 0 2 社 の 調 査 結 果 が 解 析 に 用 い ら れ た 。 こ れ ら の 企 業 に は 、 正 規 従 業 員 6, 2 8 8, 1 2 3 人

（ 女 性 2 7. 6 % ） と 非 正 規 従 業 員 2, 7 2 6, 8 7 1 人 （ 女 性 6 4. 4 % ） が 含 ま れ て い た 。  従 業 員 の

平 均 年 齢 ± 標 準 偏 差 は 4 1. 0 ± 3. 6 歳 、 平 均 勤 続 年 数 ± 標 準 偏 差 は 1 3. 9 ± 4. 8 年 で あ っ た 。  



従 業 員 の エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 高 さ は 、 高 収 益 （ a O R ： 1. 6 5 、 9 5 % CI ： 1. 3 1 – 2. 0 7 ） と 高 営

業 利 益 （ a O R ： 1. 4 0 、 9 5 % CI ： 1. 1 3 – 1. 7 4 ） の 両 方 と 正 の 関 連 が あ っ た （ 表 1 ） 。  

表表 1 ． 日 本 企 業． 日 本 企 業 2, 5 0 2 社 に お け る 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 企 業 業 績 の 関 連社 に お け る 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 企 業 業 績 の 関 連  

従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 高 い 企 業 に お け る 高 収 益 ま た は 高 営 業 利 益 の オ ッ ズ 比 を 、 上 場 企 業 か

ど う か 、 業 種 、 平 均 勤 続 年 数 、 平 均 年 齢 を 調 整 し て 算 出 し た 。 高 収 益 ま た は 高 営 業 利 益 と は 、 従

業 員 1 人 当 た り の 収 益 ま た は 営 業 利 益 が 上 位 四 分 位 数 に 属 す る 企 業 と し た 。 高 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ

メ ン ト と は 、 「 仕 事 へ の 満 足 度 」 お よ び ／ ま た は 「 働 き が い 」 に 対 す る 従 業 員 の 平 均 ス コ ア が 最

も 良 好 な 四 分 位 数 に 属 す る 場 合 と し た 。  

表 2 は 、 ワ ー ク ス タ イ ル マ ネ ジ メ ン ト と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 関 連 を 示 し て い る 。

ワ ー ク ス タ イ ル マ ネ ジ メ ン ト に は 、 表 2 に 列 挙 し た 適 切 な 労 働 慣 行 を 促 進 す る た め の 1 1

の 企 業 施 策 が 含 ま れ て い た 。  こ れ ら の 施 策 の 中 で 、 「 時 間 外 労 働 時 間 の 削 減 を 管 理 職 の

評 価 項 目 に 設 定 し て い る 」 （ a O R ： 1. 4 5 、 9 5 % CI ： 1. 1 0 – 1. 9 2 ） お よ び 「 時 間 単 位 で の 年

次 有 給 休 暇 （ 半 休 は 除 く ） の 取 得 を 可 能 に し て い る 」 （ a O R ： 1. 2 9 、 9 5 % CI ：

1. 0 7 – 1. 5 6 ） は 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 正 の 関 連 を 示 し た が 、 そ の 他 の 施 策 は 有 意 な 関

連 を 示 さ な か っ た 。  

表表 2 ． 日 本 企 業． 日 本 企 業 2, 5 0 2 社 に お け る ワ ー ク ス タ イ ル マ ネ ジ メ ン ト と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン社 に お け る ワ ー ク ス タ イ ル マ ネ ジ メ ン ト と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン

ト の 関 連ト の 関 連  

 高 収 益 高 営 業 利 益
 調 整 オ ッ ズ 比

（ 9 5 % CI ）

p 値 調 整 オ ッ ズ 比

（ 9 5 % CI ）

p 値

 高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 1. 6 5 ( 1. 3 1 – 2. 0 7) < 0. 0 0 1 1. 4 0 ( 1. 1 3 – 1. 7 4) 0. 0 0 2

 高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト

 調 整 オ ッ ズ 比

（ 9 5 % CI ）

p 値

 P C の ロ グ イ ン 記 録 等 、 入 退 社 時 刻 を 正 確 に 記 録 す る シ

ス テ ム を 導 入 し 、 従 業 員 が 申 告 し た 勤 務 時 間 と の 間 に 差

が あ る 場 合 に は 指 摘 ・ 是 正 を 行 っ て い る （ タ イ ム カ ー ド

の 導 入 の み の 場 合 は 除 く ）

1. 0 3 ( 0. 8 0 – 1. 3 3) 0. 8 2 4

 長 時 間 労 働 を し て い る 部 署 の 上 司 や 部 署 に 対 す る ペ ナ ル

テ ィ を 設 定 し て い る

0. 8 3 ( 0. 6 7 – 1. 0 4) 0. 1 1 0

 時 間 外 労 働 時 間 の 削 減 を 管 理 職 の 評 価 項 目 に 設 定 し て い

る

1. 4 5 ( 1. 1 0 – 1. 9 2) 0. 0 0 8

 時 間 外 労 働 時 間 の 削 減 を 一 般 従 業 員 の 評 価 項 目 に 設 定 し

て い る

0. 8 8 ( 0. 6 6 – 1. 1 8) 0. 4 0 0

 業 務 繁 閑 に 対 応 し て 休 業 日 の 設 定 や 所 定 労 働 時 間 の 変 更

を 行 っ て い る （ お 盆 ・ 年 末 年 始 休 暇 、 慶 弔 休 暇 は 除 く ）

0. 9 0 ( 0. 7 4 – 1. 0 9) 0. 2 8 4

 勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 制 度 を 設 け て い る 0. 8 4 ( 0. 6 8 – 1. 0 4) 0. 1 1 8

 フ レ ッ ク ス タ イ ム 制 度 ま た は 時 差 出 勤 制 度 を 設 け て い る 0. 8 3 ( 0. 6 4 – 1. 0 8) 0. 1 7 3



各 質 問 は 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 で 回 答 さ れ 、 上 場 企 業 か ど う か 、 業 種 、 平 均 勤 続 年 数 、 平 均

年 齢 を 調 整 し た 上 で 、 「 い い え 」 を 基 準 と し て 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 高 い 場 合 の オ ッ ズ 比

を 算 出 し た 。 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 高 い と は 、 「 仕 事 へ の 満 足 度 」 お よ び ／ ま た は 「 働 き が

い 」 に 対 す る 従 業 員 の 平 均 ス コ ア が 最 も 良 好 な 四 分 位 数 に 属 す る 場 合 と し た 。  

 

表 3 は 、 従 業 員 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 関 連 を 示 し て い る 。  従

業 員 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に は 、 表 3 に 列 挙 し た 従 業 員 間 の 交 流 と 協 働 を 促 進 す る 6 つ の

企 業 施 策 が 含 ま れ た 。 こ れ ら の 施 策 の 中 で 、 「 社 内 ブ ロ グ ・ S N S や チ ャ ッ ト ア プ リ 等 の

従 業 員 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 促 進 ツ ー ル を 提 供 し て い る 」 （ a O R ： 1. 3 2 、 9 5 % CI ：

1. 0 4 – 1. 6 9 ） は 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 正 の 関 連 を 示 し た 。  

表表 3 ． 日 本 企 業． 日 本 企 業 2, 5 0 2 社 に お け る 従 業 員 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト社 に お け る 従 業 員 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト

の 関 連の 関 連  

各 質 問 は 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 で 回 答 さ れ 、 上 場 企 業 か ど う か 、 業 種 、 平 均 勤 続 年 数 、 平 均

年 齢 を 調 整 し た 上 で 、 「 い い え 」 を 基 準 と し て 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 高 い 場 合 の オ ッ ズ 比

 時 間 単 位 で の 年 次 有 給 休 暇 （ 半 休 は 除 く ） の 取 得 を 可 能

に し て い る

1. 2 9 ( 1. 0 7 – 1. 5 6) 0. 0 0 8

 任 意 の タ イ ミ ン グ で 取 得 で き る 有 給 の 特 別 休 暇 制 度 （ お

盆 ・ 年 末 年 始 休 暇 、 慶 弔 休 暇 は 除 く ） を 設 け て い る

（ 例 ： ボ ラ ン テ ィ ア 休 暇 、 永 年 勤 続 休 暇 、 病 気 休 暇 、 看

護 休 暇 、 骨 髄 等 移 植 の ド ナ ー 休 暇 等 ）

1. 1 3 ( 0. 8 3 – 1. 5 2) 0. 4 4 7

 年 次 有 給 休 暇 の 法 定 （ 年 5 日 ） を 超 え た 取 得 を 管 理 職 の

評 価 項 目 に 設 定 し て い る

1. 0 0 ( 0. 6 4 – 1. 5 7) 0. 9 8 8

 年 次 有 給 休 暇 の 法 定 （ 年 5 日 ） を 超 え た 取 得 を 一 般 従 業

員 の 評 価 項 目 に 設 定 し て い る

1. 2 5 ( 0. 7 6 – 2. 0 4) 0. 3 7 8

 高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト
 調 整 オ ッ ズ 比

（ 9 5 % CI ）

p 値

 フ リ ー ア ド レ ス オ フ ィ ス 等 の 職 場 環 境 整 備 を 行 っ て い

る

1. 0 1 ( 0. 8 2 – 1. 2 5) 0. 9 0 3

 社 内 ブ ロ グ ・ S N S や チ ャ ッ ト ア プ リ 等 の 従 業 員 間 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 促 進 ツ ー ル を 提 供 し て い る

1. 3 2 ( 1. 0 4 – 1. 6 9) 0. 0 2 5

 同 好 会 ・ サ ー ク ル 等 の 設 置 ・ 金 銭 支 援 や 場 所 の 提 供 を

行 っ て い る

0. 9 2 ( 0. 7 3 – 1. 1 5) 0. 4 6 2

 社 員 旅 行 や 家 族 交 流 会 ・ 昼 食 会 等 の イ ベ ン ト の 開 催 ・

金 銭 支 援 や 場 所 の 提 供 を 行 っ て い る

0. 9 8 ( 0. 7 9 – 1. 2 1) 0. 8 4 8

 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 地 域 祭 り 等 に 組 織 と し て 関 与 し 、 従 業

員 が 参 加 す る よ う な 働 き か け を 行 っ て い る

0. 9 2 ( 0. 7 4 – 1. 1 4) 0. 4 5 0

 従 業 員 同 士 が 感 謝 を 伝 え 合 う こ と に 対 し て イ ン セ ン テ

ィ ブ の 付 与 を 行 っ て い る （ 社 内 通 貨 、 社 内 サ ン ク ス ポ

イ ン ト 制 度 な ど ）

1. 1 9 ( 0. 9 4 – 1. 5 1) 0. 1 4 3



を 算 出 し た 。 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 高 い と は 、 「 仕 事 へ の 満 足 度 」 お よ び ／ ま た は 「 働 き が

い 」 に 対 す る 従 業 員 の 平 均 ス コ ア が 最 も 良 好 な 四 分 位 数 に 属 す る 場 合 と し た 。  

 

表 4 は 、 健 康 診 断 結 果 と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 関 連 を 示 し て い る 。 様 々 な 健 康 指 標

の 中 で 、 適 正 体 重 維 持 者 率 （ a O R: 1. 0 2, 9 5 % CI: 1. 0 0 – 1. 0 4 ） 、 運 動 習 慣 者 比 率 （ a O R: 

1. 0 2, 9 5 % CI: 1. 0 1 – 1. 0 3 ） 、 「 睡 眠 に よ り 十 分 な 休 養 が 取 れ て い る 人 」 の 割 合  （ a O R: 

1. 0 3, 9 5 % CI: 1. 0 2 – 1. 0 4 ） は 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 正 の 関 連 を 示 し た 。 一 方 、 喫 煙

率 （ a O R: 0. 9 8, 9 5 % CI: 0. 9 7 – 0. 9 9 ） は 負 の 関 連 を 示 し た 。  

表表 4 ． 日 本 企 業． 日 本 企 業 2, 5 0 2 社 に お け る 健 康 診 断 結 果 と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 関 連社 に お け る 健 康 診 断 結 果 と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 関 連  

従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 高 さ を 示 す オ ッ ズ 比 は 、 各 変 数 を 連 続 変 数 と し て 、 上 場 企 業 か ど う

か 、 業 種 、 平 均 勤 続 年 数 、 平 均 年 齢 を 調 整 し て 算 出 し た 。 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 高 さ は 、

「 仕 事 へ の 満 足 度 」 お よ び ／ ま た は 「 働 き が い 」 に 対 す る 従 業 員 の 平 均 ス コ ア が 最 も 高 い 四 分 位

数 に 属 す る 場 合 と し た 。  

表  5 は 、 平 均 月 間 総 実 労 働 時 間 （ a O R ： 0. 9 9 、 9 5 % CI ： 0. 9 8 – 1. 0 0 ） と 平 均 年 次 有 給 休 暇

取 得 日 数 （ a O R ： 0. 9 2 、 9 5 % CI ： 0. 8 9 – 0. 9 6 ） の 両 方 が 、 従 業 員 の エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 負

の 関 連 を 示 し た こ と を 表 し て い る 。  

表表 5 ．． 2, 5 0 2 社 の 日 本 企 業 に お け る 労 働 時 間 と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 関 連社 の 日 本 企 業 に お け る 労 働 時 間 と 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 関 連  

 高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト
 調 整 オ ッ ズ 比

（ 9 5 % CI ）

p 値

 適 正 体 重 維 持 者 率 ※ B MI が 1 8. 5 ～ 2 5 未 満 の 者 1. 0 2 ( 1. 0 0 – 1. 0 4) 0. 0 4 6

 喫 煙 率 0. 9 8 ( 0. 9 7 – 0. 9 9) 0. 0 0 2

 運 動 習 慣 者 比 率 ※ 1 週 間 に 2 回 、 1 回 当 た り 3 0 分 以 上

の 運 動 を 実 施 し て い る 人 の 割 合

1. 0 2 ( 1. 0 1 – 1. 0 3) 0. 0 0 6

 「 睡 眠 に よ り 十 分 な 休 養 が 取 れ て い る 人 」 の 割 合 1. 0 3 ( 1. 0 2 – 1. 0 4) < 0. 0 0 1

 飲 酒 習 慣 者 率 ※ 頻 度 が 時 々 ま た は 毎 日 か つ 飲 酒 日 の 1

日 当 た り の 飲 酒 量 が 清 酒 換 算 で 2 合 以 上 の 人 の 割 合

1. 0 1 ( 1. 0 0 – 1. 0 2) 0. 1 7 7

 血 圧 リ ス ク 者 率 ※ 収 縮 期 血 圧  1 8 0 m m H g 以 上 ま た は 拡

張 期 血 圧  1 1 0 m m H g 以 上 の 人 の 割 合 　

1. 0 2 ( 0. 9 9 – 1. 0 6) 0. 1 9 0

 血 糖 リ ス ク と 考 え ら れ る 人 の 割 合 ※ 空 腹 時 血 糖 が

2 0 0 m g/ dl 以 上 の 人 の 割 合

0. 9 3 ( 0. 8 6 – 1. 0 0) 0. 0 5 8

 高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト
 調 整 オ ッ ズ 比

（ 9 5 % CI ）

p 値

 平 均 月 間 総 実 労 働 時 間 0. 9 9 ( 0. 9 8 – 1. 0 0) 0. 0 0 6

 平 均 年 次 有 給 休 暇 取 得 日 数 0. 9 2 ( 0. 8 9 – 0. 9 6) < 0. 0 0 1



従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 高 い 場 合 の オ ッ ズ 比 は 、 各 変 数 を 連 続 変 数 と し て 扱 い 、 上 場 企 業 か ど う か 、 業 種 、 平 均 勤 続 年

数 、 平 均 年 齢 を 調 整 し て 算 出 し た 。 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 高 い と は 、 「 仕 事 へ の 満 足 度 」 お よ び ／ ま た は 「 働 き が

い 」 に 対 す る 従 業 員 の 平 均 ス コ ア が 最 も 高 い 四 分 位 数 に 属 す る 場 合 と し た 。  

 

考 察考 察  

全 国 規 模 の 健 康 経 営 度 調 査 の デ ー タ を 活 用 し 、 高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 、 高 収 益

と 高 営 業 利 益 を 含 む 優 れ た 企 業 業 績 と 強 く 関 連 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。 こ れ は 、

従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 個 人 に と っ て 有 益 で あ る だ け で な く 、 組 織 の 財 務 的 成 功 と 持

続 可 能 性 に も 寄 与 す る こ と を 示 唆 し て い る [ 9, 1 0]。  

先 行 研 究 で は 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 個 人 の 特 性 、 職 務 関 連 要 因 、 組 織 的 実 践 な ど

多 様 な 要 因 の 影 響 を 受 け る こ と が 報 告 さ れ て い る [ 1- 3]。  本 研 究 は 、 高 い エ ン ゲ ー ジ メ ン

ト に 関 連 す る 具 体 的 な 企 業 施 策 を 特 定 す る こ と で 、 こ れ ら 知 見 の 補 完 に 資 す る 。 例 え

ば 、 時 間 単 位 の 年 次 有 給 休 暇 制 度 の 整 備 や 、 管 理 職 の 評 価 基 準 に 時 間 外 労 働 削 減 を 組 み

込 む こ と が 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 正 の 相 関 を 示 し た 。 こ れ ら の 知 見 は 、 柔 軟 な 勤

務 形 態 と 労 働 時 間 に 対 す る 管 理 職 の 責 任 が 、 よ り 支 援 的 で 動 機 付 け の あ る 職 場 環 境 を 育

む 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。  

従 業 員 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 し て は 、 社 内 ブ ロ グ 、 ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー キ ン グ

サ ー ビ ス 、 チ ャ ッ ト ア プ リ な ど の ツ ー ル の 提 供 が 、 よ り 高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と

関 連 し て い た 。 こ れ は 、 透 明 性 の あ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 従 業 員 間 の デ ジ タ ル ツ ー ル

を 介 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 機 会 が 、 帰 属 意 識 と 共 通 の 目 的 意 識 を 育 む こ と で エ ン ゲ

ー ジ メ ン ト を 高 め る こ と を 示 し た 先 行 研 究 と 一 致 し て い る [ 1- 3, 1 1, 1 2]。  興 味 深 い こ と

に 、 社 員 旅 行 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど の 取 り 組 み は 有 意 な 関 連 性 を 示 さ ず 、 日 常 的 な コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル が 、 一 時 的 な イ ベ ン ト よ り も エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 醸 成 に お い て よ

り 重 要 な 役 割 を 果 た す 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。  

従 業 員 の 健 康 状 態 も 重 要 な 要 因 で あ り 、 健 康 的 な B MI 、 定 期 的 な 運 動 習 慣 、 十 分 な 睡 眠

に よ る 休 息 は 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 正 の 相 関 を 示 し た 。 一 方 、 喫 煙 は 負 の 相 関 を

示 し た 。 先 行 研 究 で は 、 よ り 健 康 な 従 業 員 は よ り 良 い メ ン タ ル ヘ ル ス と 高 い 生 産 性 を 示

す こ と が 示 さ れ て お り [ 1 3- 1 7]、 こ れ ら の 状 態 は エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と 密 接 に 関 連 し て い る

[ 1 8, 1 9]。  し た が っ て 、 従 業 員 の 健 康 行 動 を 積 極 的 に 促 進 す る 企 業 は 、 身 体 的 ・ 精 神 的 健

康 だ け で な く 、 組 織 成 果 に お い て も 利 益 を 得 ら れ る 可 能 性 が あ る 。  

本 研 究 で は 、 長 時 間 労 働 と 年 間 有 給 休 暇 取 得 日 数 の 増 加 の 両 方 が 、 従 業 員 の エ ン ゲ ー ジ

メ ン ト と 負 の 関 連 を 示 し た 。 過 重 な 業 務 負 荷 の 悪 影 響 は 広 く 知 ら れ て い る が 、 有 給 休 暇

と の 逆 相 関 は 注 目 す べ き で あ る 。 こ れ は 、 特 定 の 状 況 下 で は 、 頻 繁 な 休 暇 取 得 が ワ ー ク

ラ イ フ バ ラ ン ス の 良 好 な 結 果 で は な く 、 職 場 へ の 愛 着 の 欠 如 や 逃 避 願 望 を 反 映 し て い る

可 能 性 を 示 唆 し て い る 。  あ る い は 、 高 い エ ン ゲ ー ジ メ ン ト は 仕 事 へ の 強 い 意 欲 と 相 関

し 、 自 発 的 な 休 暇 取 得 日 数 の 減 少 に つ な が る 可 能 性 も あ る 。 今 後 の 研 究 で は 、 業 務 負



荷 、 休 息 行 動 、 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 間 の 複 雑 な 因 果 関 係 を さ ら に 詳 細 に 解 明 す る 必 要 が あ

る 。  

本 研 究 に は い く つ か の 限 界 が あ る 。 第 一 に 、 観 察 的 ・ 横 断 的 デ ザ イ ン の た め 因 果 関 係 の

確 立 が 困 難 で あ る 。 第 二 に 、 分 析 が 企 業 単 位 の 集 計 デ ー タ に 基 づ く た め 、 個 々 の 従 業 員

デ ー タ に は ア ク セ ス で き な か っ た 。 し た が っ て 、 我 々 の 知 見 は 集 団 レ ベ ル の 傾 向 を 表 す

も の で あ り 、 個 人 レ ベ ル で の 結 果 解 釈 に は 注 意 を 要 す る 。  第 三 に 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ

ン ト は 自 己 評 価 に 基 づ く 企 業 単 位 の 平 均 ス コ ア で 評 価 さ れ た た め 、 測 定 精 度 が 制 限 さ れ

る 可 能 性 が あ る 。 さ ら に 、 一 部 の 健 康 指 標 に は 客 観 的 デ ー タ が 使 用 さ れ た が 、 生 活 習 慣

（ 睡 眠 、 運 動 な ど ） は 主 観 的 な 自 己 申 告 に 限 定 さ れ た 。 最 後 に 、 企 業 ご と の 詳 細 な  経 済

状 況 や 市 場 ポ ジ シ ョ ン な ど の 測 定 不 能 な 交 絡 因 子 は 分 析 に 含 ま れ な か っ た 。  

 

本 研 究 に よ り 、 高 い 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト が 優 れ た 企 業 業 績 と 有 意 に 関 連 し て い る こ

と が 示 唆 さ れ た 。 柔 軟 な 働 き 方 、 従 業 員 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 健 康 的 な ラ イ フ ス タ

イ ル を 促 進 す る 組 織 的 施 策 が 、 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 主 要 な 推 進 要 因 と し て 示 さ れ た 。 こ

れ ら の 知 見 は 、 従 業 員 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ と 職 場 環 境 へ の 戦 略 的 投 資 が 、 持 続 可 能 な 組

織 成 長 に つ な が る 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。  
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